
震
度
６
強
の
本
震
と
津
波
、余
震
に
よ
り

市
内
全
域
の
住
宅
に
甚
大
な
被
害

　

震
災
は
未
曽
有
の
災
害
で
し
た
。
塩
竈
市
内

で
震
度
6
強
を
記
録
し
た
本
震
や
4
月
7
日
の

余
震
に
よ
る
強
く
激
し
い
揺
れ
は
、
住
宅
を
は

じ
め
と
す
る
建
築
物
に
被
害
を
与
え
た
ば
か
り

で
な
く
、
市
内
の
各
所
に
崖
崩
れ
な
ど
も
発
生

さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
津
波
の
浸
水
範
囲
は
本
土
地
区
で
約

22
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
北
浜
や
港
町
、
藤
倉
、

貞
山
通
、
海
岸
通
、
新
富
町
、
宮
町
な
ど
で
は

家
屋
流
出
、
全
壊
・
大
規
模
半
壊
な
ど
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
浦
戸
地
区
で
は
ほ

ぼ
全
島
が
浸
水
し
、
家
屋
の
半
数
が
流
出
や
全

壊
す
る
な
ど
壊
滅
的
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

応
急
仮
設
住
宅
に
は
、「
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
」

と
「
公
営
住
宅
の
一
時
使
用
」、「
民
間
賃
貸
住

宅
借
り
上
げ
（
み
な
し
仮
設
住
宅
）」
の
3
つ
が

あ
り
ま
す
。
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
は
、
市
町
村

が
確
保
し
た
建
設
地
に
県
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

ま
す
。
市
で
は
伊
保
石
地
区
の
除
融
雪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
地
を
候
補
と
し
、
県
に
速
や
か
な
建

設
を
働
き
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
公
営
住
宅
等

の
一
時
使
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
促
進
住
宅
と

錦町災害公営住宅 鍵引渡し式（平成 26 年 12 月 26 日）

県
営
住
宅
を
仮
設
住
宅
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

　

落
ち
着
い
た
暮
ら
し
を
一
日
で
も
早
く
と
望

む
避
難
者
へ
の
プ
レ
ハ
ブ
応
急
仮
設
住
宅
建
設

の
第
一
報
は
3
月
26
日
。
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部

ニ
ュ
ー
ス
第
21
号
に
掲
載
し
た
「
今
月
中
に
60

戸
着
工
」の
情
報
で
し
た
。
翌
日
の
第
22
号
で
は
、

「
伊
保
石
地
区
」
と
建
設
地
も
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。「
伊
保
石
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
第
１
期
（
60
戸
）」

は
3
月
28
日
に
着
工
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
1
カ

月
後
の
4
月
28
日
に
入
居
開
始
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
へ
の
県
内
初
の
入

居
で
し
た
。
そ
の
後
、
7
月
9
日
入
居
開
始
と

な
る
「
浦
戸
野
々
島
地
区
」
ま
で
、
市
で
は
８

カ
所
の
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
を
順
次
整
備
し
ま

し
た
。

応急仮設住宅（伊保石ステーション）

しおナビ仮設住宅特別便　伊保石お〜らいタクシー

プレハブ応急仮設住宅「伊保石ステーション」の建設地

ふれあいサポートセンターの開設（平成23年11月15日）

3 月 28 日に着工式が行われたプレハブ応急
仮設住宅「伊保石ステーション第１期」

住
民
が
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設

　

伊
保
石
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
建
設
戸
数
1
3
5
）

は
新
し
い
集
落
の
誕
生
で
も
あ
り
ま
し
た
。
第

１
期
の
入
居
開
始
後
す
ぐ
に
移
動
販
売
車
に
よ

る
食
料
品
や
日
用
品
の
販
売
が
始
ま
り
、
大
型

店
か
ら
の
お
買
い
物
バ
ス
も
運
行
さ
れ
る
な
ど
、

生
活
環
境
は
日
を
追
う
ご
と
に
整
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
の
集
会
所
で
は
、
毎

日
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
れ
て
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
住
民
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
や

N
E
W
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
の
バ
ス
停
が

遠
く
、
交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
求
め
る
声
が

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
市
で
は
平
成
23

年
11
月
1
日
か
ら
「
し
お
ナ
ビ
仮
設
住
宅
特
別

便　

伊
保
石
お
〜
ら
い
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。
伊
保
石
お
〜
ら
い
タ
ク
シ
ー

は
、
伊
保
石
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
市
の
中
心
部
を

つ
な
ぐ
、
定
時
定
路
線
、
定
額
料
金
の
乗
合
タ

ク
シ
ー
（
１
回
乗
車
に
つ
き
1
0
0
円
、
1
日

4
便
、
本
塩
釜
駅
、
市
立
病
院
、
塩
釜
駅
を
往
復
）

で
す
。
住
民
の
方
々
限
定
の
交
通
機
関
で
あ
り
、

事
前
に
利
用
登
録
し
、
会
員
証
を
提
示
し
て
乗

車
す
る
方
式
と
し
ま
し
た
。
同
時
に
、「
み
な
し

仮
設
住
宅
」
居
住
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

N
E
W
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
を
増
便
し
1

日
4
便
運
行
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
11
月
15
日
、
市
で
は
仮
設
住
宅

な
ど
の
住
民
の
健
康
づ
く
り
や
生
活
相
談
に
応

じ
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
保
健
師
や

■プレハブ仮設住宅の整備状況
名称 建設戸数 入居開始日 

伊保石ステーション第１期 60 平成23年4月28日

伊保石ステーション第２期 48 平成23年5月13日

伊保石ステーション第３期 12 平成23年6月13日

伊保石ステーション第４期 15 平成23年7月  8日

塩釜ガス体育館駐車場 23 平成23年6月11日

浦戸桂島地区 21 平成23年6月25日

浦戸野々島地区 15 平成23年7月  9日

浦戸寒風沢地区 12 平成23年6月30日

合計 206 －

REPORT

看
護
師
、
生
活
支
援
員
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
す
る
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
市
か
ら
委
託
を

受
け
た
塩
釜
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
い
、
現

在
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
入
居
者
と
民
間
賃
貸
住

宅
借
り
上
げ
（
み
な
し
仮
設
）
の
入
居
者
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
の
一
つ
は
、

高
齢
化
す
る
入
居
者
へ
の
対
応

　
「
保
健
セ
ン
タ
ー
や
長
寿
社
会
課
な
ど
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
仮
設
と

み
な
し
仮
設
住
宅
の
約
5
0
0
世
帯
の
見
守
り

を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
セ
ン
タ
ー

の
副
所
長
の
橘
内
さ
ん
。
セ
ン
タ
ー
の
活
動
範

囲
は
広
く
、
見
守
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
支
所
の

よ
う
に
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
次
ぐ
窓
口
と

な
っ
た
り
、
自
治
会
が
無
い
た
め
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
入
居
者
の
取
り
ま
と
め

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

橘
内
さ
ん
が
挙
げ
る
今
後
の
課
題
は
、
災
害

公
営
住
宅
へ
の
転
居
に
と
も
な
う
空
き
部
屋
の

管
理
と
高
齢
化
す
る
入
居
者
へ
の
対
応
。
震
災

後
約
４
年
の
歳
月
は
、
そ
の
ま
ま
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
入
居
者
の
年
齢
の
上
昇
分
で
も
あ
り
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
に
転
居
し
て
も
セ
ン
タ
ー
の
見

守
り
は
継
続
さ
れ
ま
す
が
、「
目
に
見
え
て
老
化

が
進
み
、
歩
行
が
困
難
に
な
る
、
寝
た
き
り
に

な
る
な
ど
変
化
の
大
き
い
方
も
い
ま
す
。
近
く

に
い
る
時
は
様
子
も
分
か
り
ま
す
が
、
離
れ
て

し
ま
う
と
…
…
。
転
居
後
の
こ
と
が
心
配
に
な

り
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

3
月
22
日
時
点
で
指
定
避
難
所
等
に
収
容
さ
れ
て
い
た
避
難
者
は
1
3
3
5
人
。

生
活
再
建
の
第
一
歩
と
な
る
応
急
仮
設
住
宅
、
そ
の
後
の
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
が
急
が
れ
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
数
年
。
平
成
26
年
２
月
に
は
待
ち
に
待
っ
た
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
が
始
ま
り
、

復
興
の
力
の
源
と
な
る
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
各
地
に
芽
生
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

住
宅
再
建
の
進
行

～
応
急
仮
設
住
宅
と
災
害
公
営
住
宅
の
現
状

震
災
以
降
の
歩
み

7677

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
応
急
仮
設
住
宅
・
災
害
公
営
住
宅
（
本
土
地
区
）



震
度
６
強
の
本
震
と
津
波
、余
震
に
よ
り

市
内
全
域
の
住
宅
に
甚
大
な
被
害

　

震
災
は
未
曽
有
の
災
害
で
し
た
。
塩
竈
市
内

で
震
度
6
強
を
記
録
し
た
本
震
や
4
月
7
日
の

余
震
に
よ
る
強
く
激
し
い
揺
れ
は
、
住
宅
を
は

じ
め
と
す
る
建
築
物
に
被
害
を
与
え
た
ば
か
り

で
な
く
、
市
内
の
各
所
に
崖
崩
れ
な
ど
も
発
生

さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
津
波
の
浸
水
範
囲
は
本
土
地
区
で
約

22
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
北
浜
や
港
町
、
藤
倉
、

貞
山
通
、
海
岸
通
、
新
富
町
、
宮
町
な
ど
で
は

家
屋
流
出
、
全
壊
・
大
規
模
半
壊
な
ど
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
浦
戸
地
区
で
は
ほ

ぼ
全
島
が
浸
水
し
、
家
屋
の
半
数
が
流
出
や
全

壊
す
る
な
ど
壊
滅
的
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

応
急
仮
設
住
宅
に
は
、「
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
」

と
「
公
営
住
宅
の
一
時
使
用
」、「
民
間
賃
貸
住

宅
借
り
上
げ
（
み
な
し
仮
設
住
宅
）」
の
3
つ
が

あ
り
ま
す
。
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
は
、
市
町
村

が
確
保
し
た
建
設
地
に
県
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

ま
す
。
市
で
は
伊
保
石
地
区
の
除
融
雪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
地
を
候
補
と
し
、
県
に
速
や
か
な
建

設
を
働
き
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
公
営
住
宅
等

の
一
時
使
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
促
進
住
宅
と

錦町災害公営住宅 鍵引渡し式（平成 26 年 12 月 26 日）

県
営
住
宅
を
仮
設
住
宅
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

　

落
ち
着
い
た
暮
ら
し
を
一
日
で
も
早
く
と
望

む
避
難
者
へ
の
プ
レ
ハ
ブ
応
急
仮
設
住
宅
建
設

の
第
一
報
は
3
月
26
日
。
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部

ニ
ュ
ー
ス
第
21
号
に
掲
載
し
た
「
今
月
中
に
60

戸
着
工
」の
情
報
で
し
た
。
翌
日
の
第
22
号
で
は
、

「
伊
保
石
地
区
」
と
建
設
地
も
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。「
伊
保
石
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
第
１
期
（
60
戸
）」

は
3
月
28
日
に
着
工
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
1
カ

月
後
の
4
月
28
日
に
入
居
開
始
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
へ
の
県
内
初
の
入

居
で
し
た
。
そ
の
後
、
7
月
9
日
入
居
開
始
と

な
る
「
浦
戸
野
々
島
地
区
」
ま
で
、
市
で
は
８

カ
所
の
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
を
順
次
整
備
し
ま

し
た
。

応急仮設住宅（伊保石ステーション）

しおナビ仮設住宅特別便　伊保石お〜らいタクシー

プレハブ応急仮設住宅「伊保石ステーション」の建設地

ふれあいサポートセンターの開設（平成23年11月15日）

3 月 28 日に着工式が行われたプレハブ応急
仮設住宅「伊保石ステーション第１期」

住
民
が
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設

　

伊
保
石
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
建
設
戸
数
1
3
5
）

は
新
し
い
集
落
の
誕
生
で
も
あ
り
ま
し
た
。
第

１
期
の
入
居
開
始
後
す
ぐ
に
移
動
販
売
車
に
よ

る
食
料
品
や
日
用
品
の
販
売
が
始
ま
り
、
大
型

店
か
ら
の
お
買
い
物
バ
ス
も
運
行
さ
れ
る
な
ど
、

生
活
環
境
は
日
を
追
う
ご
と
に
整
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
の
集
会
所
で
は
、
毎

日
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
れ
て
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
住
民
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
や

N
E
W
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
の
バ
ス
停
が

遠
く
、
交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
求
め
る
声
が

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
市
で
は
平
成
23

年
11
月
1
日
か
ら
「
し
お
ナ
ビ
仮
設
住
宅
特
別

便　

伊
保
石
お
〜
ら
い
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。
伊
保
石
お
〜
ら
い
タ
ク
シ
ー

は
、
伊
保
石
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
市
の
中
心
部
を

つ
な
ぐ
、
定
時
定
路
線
、
定
額
料
金
の
乗
合
タ

ク
シ
ー
（
１
回
乗
車
に
つ
き
1
0
0
円
、
1
日

4
便
、
本
塩
釜
駅
、
市
立
病
院
、
塩
釜
駅
を
往
復
）

で
す
。
住
民
の
方
々
限
定
の
交
通
機
関
で
あ
り
、

事
前
に
利
用
登
録
し
、
会
員
証
を
提
示
し
て
乗

車
す
る
方
式
と
し
ま
し
た
。
同
時
に
、「
み
な
し

仮
設
住
宅
」
居
住
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

N
E
W
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
を
増
便
し
1

日
4
便
運
行
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
11
月
15
日
、
市
で
は
仮
設
住
宅

な
ど
の
住
民
の
健
康
づ
く
り
や
生
活
相
談
に
応

じ
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
保
健
師
や

■プレハブ仮設住宅の整備状況
名称 建設戸数 入居開始日 

伊保石ステーション第１期 60 平成23年4月28日

伊保石ステーション第２期 48 平成23年5月13日

伊保石ステーション第３期 12 平成23年6月13日

伊保石ステーション第４期 15 平成23年7月  8日

塩釜ガス体育館駐車場 23 平成23年6月11日

浦戸桂島地区 21 平成23年6月25日

浦戸野々島地区 15 平成23年7月  9日

浦戸寒風沢地区 12 平成23年6月30日

合計 206 －
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看
護
師
、
生
活
支
援
員
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
す
る
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
市
か
ら
委
託
を

受
け
た
塩
釜
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
い
、
現

在
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
入
居
者
と
民
間
賃
貸
住

宅
借
り
上
げ
（
み
な
し
仮
設
）
の
入
居
者
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
の
一
つ
は
、

高
齢
化
す
る
入
居
者
へ
の
対
応

　
「
保
健
セ
ン
タ
ー
や
長
寿
社
会
課
な
ど
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
仮
設
と

み
な
し
仮
設
住
宅
の
約
5
0
0
世
帯
の
見
守
り

を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
セ
ン
タ
ー

の
副
所
長
の
橘
内
さ
ん
。
セ
ン
タ
ー
の
活
動
範

囲
は
広
く
、
見
守
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
支
所
の

よ
う
に
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
次
ぐ
窓
口
と

な
っ
た
り
、
自
治
会
が
無
い
た
め
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
入
居
者
の
取
り
ま
と
め

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

橘
内
さ
ん
が
挙
げ
る
今
後
の
課
題
は
、
災
害

公
営
住
宅
へ
の
転
居
に
と
も
な
う
空
き
部
屋
の

管
理
と
高
齢
化
す
る
入
居
者
へ
の
対
応
。
震
災

後
約
４
年
の
歳
月
は
、
そ
の
ま
ま
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
入
居
者
の
年
齢
の
上
昇
分
で
も
あ
り
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
に
転
居
し
て
も
セ
ン
タ
ー
の
見

守
り
は
継
続
さ
れ
ま
す
が
、「
目
に
見
え
て
老
化

が
進
み
、
歩
行
が
困
難
に
な
る
、
寝
た
き
り
に

な
る
な
ど
変
化
の
大
き
い
方
も
い
ま
す
。
近
く

に
い
る
時
は
様
子
も
分
か
り
ま
す
が
、
離
れ
て

し
ま
う
と
…
…
。
転
居
後
の
こ
と
が
心
配
に
な

り
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

3
月
22
日
時
点
で
指
定
避
難
所
等
に
収
容
さ
れ
て
い
た
避
難
者
は
1
3
3
5
人
。

生
活
再
建
の
第
一
歩
と
な
る
応
急
仮
設
住
宅
、
そ
の
後
の
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
が
急
が
れ
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
数
年
。
平
成
26
年
２
月
に
は
待
ち
に
待
っ
た
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
が
始
ま
り
、

復
興
の
力
の
源
と
な
る
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
各
地
に
芽
生
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

住
宅
再
建
の
進
行

～
応
急
仮
設
住
宅
と
災
害
公
営
住
宅
の
現
状

震
災
以
降
の
歩
み

7677
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現
在
・
未
来
／
応
急
仮
設
住
宅
・
災
害
公
営
住
宅
（
本
土
地
区
）
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復
興
の
基
盤
と
な
る

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
の
た
め
、

U
R
都
市
機
構
と
基
本
協
定
を
締
結

　
「
災
害
公
営
住
宅
」
は
、
震
災
で
住
宅
を
失
っ

た
被
災
者
の
う
ち
、
自
力
で
の
住
宅
再
建
が
困

難
な
方
を
対
象
に
、
低
い
家
賃
で
入
居
で
き
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
が
国
の

補
助
を
受
け
整
備
す
る
市
営
住
宅
で
す
。
次
の

条
件
を
満
た
す
方
が
入
居
で
き
ま
す
。

（１）
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
方

　

①�

被
災
し
た
住
宅
が「
全
壊
」で
あ
る
こ
と
。

ま
た
は
、「
大
規
模
半
壊
・
半
壊
」
で
そ

の
住
宅
を
解
体
し
て
い
る
こ
と
（
今
後

解
体
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
）。

　

②
防
災
集
団
移
転
事
業
対
象
者

　

③�

復
興
推
進
計
画
に
伴
う
市
街
地
整
備
事

業
に
よ
る
移
転
予
定
者

　

④�

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
よ
る
避

難
指
示
区
域
か
ら
の
避
難
者

（２）
持
家
が
な
く
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

（３）
申
込
者
や
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
方

（４）�
市
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方
（
徴
収
猶
予

期
間
を
除
く
）

　

市
で
は
、
被
災
地
区
の
住
民
と
の
懇
談
会
で

挙
げ
ら
れ
た
意
見
や
被
災
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
て
災
害
公
営
住

宅
の
計
画
を
検
討
。
９
地
区
（
本
土
地
区
：
伊

保
石
・
錦
町
・
錦
町
東
・
北
浜
・
清
水
沢
、
浦

戸
地
区
：
桂
島
・
野
々
島
・
寒
風
沢
・
朴
島
）

合
計
4
2
0
戸
（
※
）
を
整
備
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
住
宅
整
備
に
関
す
る

専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、
一
日
で
も
早
い

完
成
、
入
居
が
求
め
ら
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
平
成
24
年
2
月
1
日
に
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
U
R
都
市
機
構
）
と

基
本
協
定
を
締
結
。
同
日
、
「
塩
竈
市
災
害
公

営
住
宅
建
設
事
業
着
手
式
」
を
開
催
し
、
伊
保

石
お
よ
び
錦
町
の
２
地
区
の
事
業
を
始
動
さ
せ

ま
し
た
。

※�

当
初
計
画
は
約
3
5
0
戸
。
意
向
調
査
や
仮
入
居
申
込

の
結
果
な
ど
に
基
づ
き
3
8
0
戸
、
平
成
26
年
度
計
画

で
4
2
0
戸
と
増
加
。

居
住
者
の
生
活
様
式
に
合
わ
せ
、

多
彩
な
タ
イ
プ
に

　

災
害
公
営
住
宅
は
画
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、

居
住
希
望
者
の
生
活
様
式
に
対
応
で
き
る
よ
う

地
区
ご
と
に
形
式
や
構
造
、
間
取
り
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
伊
保
石
地
区
は
県
産
木

材
を
活
用
（
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
使
用
）
し
た

多
家
族
世
帯
向
け
の
戸
建
木
造
住
宅
、
錦
町
は

高
齢
単
身
者
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で
幅
広
い
タ

イ
プ
を
備
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
集
合

住
宅
で
す
。
さ
ら
に
、
伊
保
石
地
区
で
は
入
居

者
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
促
す
た

め
の
施
設
と
し
て
集
会
所
や
公
園
を
設
置
、
錦

町
地
区
で
は
広
場
な
ど
に
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
「
佐
浦
山
の
桜
」
を
再
生
さ
せ
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
た
公
営
住
宅
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

塩竈市災害公営住宅建設事業着手式（平成24年2月1日）

伊保石災害公営住宅（伊保石地区第１期）を視察する安倍晋三
首相（平成25年12月27日）

■入居意向の調査結果（平成 27 年 1 月時点）

必要戸数

本土地区
市内被災者  299

市外被災者 76

浦戸地区 45

合計 420

■災害公営住宅整備事業の歩み
年 月　日 内　容

H24 2 月 1日 「東日本大震災における災害公営住宅の整備にかかる基本協定」（UR)

2 月 1日 伊保石・錦町地区の建設について UR に要請

2 月 28 日 災害公営住宅整備にかかる業務実施契約

3 月 2 日 第 1 回復興交付金事業計画において事業採択（伊保石・錦町地区）

3 月 21日 用地測量・土質調査着手式

5 月 14 日～ 25 日 入居資格者に意向調査

5 月 25 日 第 2 回復興交付金事業計画において事業採択（桂島・野々島・寒風沢地区）

5 月 28 日～ 29 日 仮設住宅入居者の生活再建に係る説明会

6 月 18 日～ 22 日 仮設住宅入居者の今後の住まいに関する相談会

7 月 17 日～ 20 日 災害公営住宅入居に関する説明会

10 月 1日～ 12 日 住宅再建意向調査

10 月 24 日～ 11月 2 日 住宅再建意向調査（補足調査）

11月 22 日～ 12 月 5 日 住宅再建意向調査（追跡調査）

11月 30 日 第 4 回復興交付金事業計画において事業採択（北浜・朴島地区）

12 月 11日 錦町地区災害公営住宅の整備に関する協定

12 月 14 日 住宅再建等意向調査

H25 1月 17 日 着工式（伊保石地区）

1月 18 日 浦戸諸島に係る災害公営住宅整備推進に向けた覚書締結

1月 30 日～ 31日 復興事業に係る懇談会

3 月 8 日 第 5 回復興交付金事業計画において事業採択（清水沢地区）

3 月 26 日 小規模住宅地区改良事業説明会

5 月 20 日 着工式（錦町地区）

7 月 18 日 住民説明会（朴島地区）

9 月 30 日 浦戸地区の建設について UR に要請

10 月 4 日・6 日 災害公営住宅造成工事説明会（桂島・野々島・寒風沢・朴島地区）

12 月 3 日・4 日・6 日 入居募集説明会（伊保石地区）

12 月 8 日 住宅内覧会（伊保石地区）

12 月 27 日 内閣総理大臣視察（伊保石地区）

H26 1月 16 日 入居抽選会（伊保石地区）

1月 24 日 入居説明会（伊保石地区）

2 月 1日 入居式（伊保石地区）

3 月 7 日 第 8 回復興交付金事業計画において事業採択（錦町東地区）

6 月 14 日 地域コミュニティ交流会（伊保石地区）

6 月 28 日 着工式（桂島・野々島・寒風沢・朴島地区）

8 月 11日 清水沢地区の建設について UR に要請

9 月 10 日～ 12 日 入居募集説明会（錦町地区）

11月 5 日～ 6 日 入居抽選会（錦町地区）

12 月 1日 地鎮祭（寒風沢・朴島地区）

12 月 5 日 入居説明会（錦町地区）

12 月 21日 入居募集説明会（桂島・野々島地区）

12 月 26 日 2・3 号棟入居式・内覧会（錦町地区）

H27 2 月 3 日 入居抽選会（桂島・野々島地区）

2 月 15 日 入居説明会（桂島・野々島地区）

3 月上旬 入居式（桂島・野々島地区）

3 月下旬 1 号棟入居開始（錦町地区）

伊保石災害公営住宅

7879
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復
興
の
基
盤
と
な
る

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
の
た
め
、

U
R
都
市
機
構
と
基
本
協
定
を
締
結

　
「
災
害
公
営
住
宅
」
は
、
震
災
で
住
宅
を
失
っ

た
被
災
者
の
う
ち
、
自
力
で
の
住
宅
再
建
が
困

難
な
方
を
対
象
に
、
低
い
家
賃
で
入
居
で
き
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
が
国
の

補
助
を
受
け
整
備
す
る
市
営
住
宅
で
す
。
次
の

条
件
を
満
た
す
方
が
入
居
で
き
ま
す
。

（１）
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
方

　

①�

被
災
し
た
住
宅
が「
全
壊
」で
あ
る
こ
と
。

ま
た
は
、「
大
規
模
半
壊
・
半
壊
」
で
そ

の
住
宅
を
解
体
し
て
い
る
こ
と
（
今
後

解
体
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
）。

　

②
防
災
集
団
移
転
事
業
対
象
者

　

③�

復
興
推
進
計
画
に
伴
う
市
街
地
整
備
事

業
に
よ
る
移
転
予
定
者

　

④�

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
よ
る
避

難
指
示
区
域
か
ら
の
避
難
者

（２）
持
家
が
な
く
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

（３）
申
込
者
や
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
方

（４）�
市
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方
（
徴
収
猶
予

期
間
を
除
く
）

　

市
で
は
、
被
災
地
区
の
住
民
と
の
懇
談
会
で

挙
げ
ら
れ
た
意
見
や
被
災
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
て
災
害
公
営
住

宅
の
計
画
を
検
討
。
９
地
区
（
本
土
地
区
：
伊

保
石
・
錦
町
・
錦
町
東
・
北
浜
・
清
水
沢
、
浦

戸
地
区
：
桂
島
・
野
々
島
・
寒
風
沢
・
朴
島
）

合
計
4
2
0
戸
（
※
）
を
整
備
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
住
宅
整
備
に
関
す
る

専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、
一
日
で
も
早
い

完
成
、
入
居
が
求
め
ら
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
平
成
24
年
2
月
1
日
に
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
U
R
都
市
機
構
）
と

基
本
協
定
を
締
結
。
同
日
、
「
塩
竈
市
災
害
公

営
住
宅
建
設
事
業
着
手
式
」
を
開
催
し
、
伊
保

石
お
よ
び
錦
町
の
２
地
区
の
事
業
を
始
動
さ
せ

ま
し
た
。

※�

当
初
計
画
は
約
3
5
0
戸
。
意
向
調
査
や
仮
入
居
申
込

の
結
果
な
ど
に
基
づ
き
3
8
0
戸
、
平
成
26
年
度
計
画

で
4
2
0
戸
と
増
加
。

居
住
者
の
生
活
様
式
に
合
わ
せ
、

多
彩
な
タ
イ
プ
に

　

災
害
公
営
住
宅
は
画
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、

居
住
希
望
者
の
生
活
様
式
に
対
応
で
き
る
よ
う

地
区
ご
と
に
形
式
や
構
造
、
間
取
り
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
伊
保
石
地
区
は
県
産
木

材
を
活
用
（
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
使
用
）
し
た

多
家
族
世
帯
向
け
の
戸
建
木
造
住
宅
、
錦
町
は

高
齢
単
身
者
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で
幅
広
い
タ

イ
プ
を
備
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
集
合

住
宅
で
す
。
さ
ら
に
、
伊
保
石
地
区
で
は
入
居

者
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
促
す
た

め
の
施
設
と
し
て
集
会
所
や
公
園
を
設
置
、
錦

町
地
区
で
は
広
場
な
ど
に
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
「
佐
浦
山
の
桜
」
を
再
生
さ
せ
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
た
公
営
住
宅
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

塩竈市災害公営住宅建設事業着手式（平成24年2月1日）

伊保石災害公営住宅（伊保石地区第１期）を視察する安倍晋三
首相（平成25年12月27日）

■入居意向の調査結果（平成 27 年 1 月時点）

必要戸数

本土地区
市内被災者  299

市外被災者 76

浦戸地区 45

合計 420

■災害公営住宅整備事業の歩み
年 月　日 内　容

H24 2 月 1日 「東日本大震災における災害公営住宅の整備にかかる基本協定」（UR)

2 月 1日 伊保石・錦町地区の建設について UR に要請

2 月 28 日 災害公営住宅整備にかかる業務実施契約

3 月 2 日 第 1 回復興交付金事業計画において事業採択（伊保石・錦町地区）

3 月 21日 用地測量・土質調査着手式

5 月 14 日～ 25 日 入居資格者に意向調査

5 月 25 日 第 2 回復興交付金事業計画において事業採択（桂島・野々島・寒風沢地区）

5 月 28 日～ 29 日 仮設住宅入居者の生活再建に係る説明会

6 月 18 日～ 22 日 仮設住宅入居者の今後の住まいに関する相談会

7 月 17 日～ 20 日 災害公営住宅入居に関する説明会

10 月 1日～ 12 日 住宅再建意向調査

10 月 24 日～ 11月 2 日 住宅再建意向調査（補足調査）

11月 22 日～ 12 月 5 日 住宅再建意向調査（追跡調査）

11月 30 日 第 4 回復興交付金事業計画において事業採択（北浜・朴島地区）

12 月 11日 錦町地区災害公営住宅の整備に関する協定

12 月 14 日 住宅再建等意向調査

H25 1月 17 日 着工式（伊保石地区）

1月 18 日 浦戸諸島に係る災害公営住宅整備推進に向けた覚書締結

1月 30 日～ 31日 復興事業に係る懇談会

3 月 8 日 第 5 回復興交付金事業計画において事業採択（清水沢地区）

3 月 26 日 小規模住宅地区改良事業説明会

5 月 20 日 着工式（錦町地区）

7 月 18 日 住民説明会（朴島地区）

9 月 30 日 浦戸地区の建設について UR に要請

10 月 4 日・6 日 災害公営住宅造成工事説明会（桂島・野々島・寒風沢・朴島地区）

12 月 3 日・4 日・6 日 入居募集説明会（伊保石地区）

12 月 8 日 住宅内覧会（伊保石地区）

12 月 27 日 内閣総理大臣視察（伊保石地区）

H26 1月 16 日 入居抽選会（伊保石地区）

1月 24 日 入居説明会（伊保石地区）

2 月 1日 入居式（伊保石地区）

3 月 7 日 第 8 回復興交付金事業計画において事業採択（錦町東地区）

6 月 14 日 地域コミュニティ交流会（伊保石地区）

6 月 28 日 着工式（桂島・野々島・寒風沢・朴島地区）

8 月 11日 清水沢地区の建設について UR に要請

9 月 10 日～ 12 日 入居募集説明会（錦町地区）

11月 5 日～ 6 日 入居抽選会（錦町地区）

12 月 1日 地鎮祭（寒風沢・朴島地区）

12 月 5 日 入居説明会（錦町地区）

12 月 21日 入居募集説明会（桂島・野々島地区）

12 月 26 日 2・3 号棟入居式・内覧会（錦町地区）

H27 2 月 3 日 入居抽選会（桂島・野々島地区）

2 月 15 日 入居説明会（桂島・野々島地区）

3 月上旬 入居式（桂島・野々島地区）

3 月下旬 1 号棟入居開始（錦町地区）

伊保石災害公営住宅
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伊保石災害公営住宅第１期入居式

REPORT

地
域
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

住
民
間
の
結
び
付
き
を
さ
ら
に
強
く

　
「
お
隣
と
の
間
隔
も
十
分
に
と
ら
れ
た
戸
建
住

宅
で
す
か
ら
、
生
活
音
は
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
ま

せ
ん
。
窓
を
開
け
れ
ば
爽
や
か
な
木
々
の
葉
擦

れ
の
音
が
聞
こ
え
て
き
て
、
い
い
場
所
で
す
ね
。

震
災
時
の
住
ま
い
は
藤
倉
で
し
た
が
、
津
波
の
心

配
も
無
く
な
り
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

入
居
者
は
浦
戸
に
北
浜
、
楓
町
か
ら
移
ら
れ
た

方
な
ど
い
ず
れ
も
初
対
面
の
方
ば
か
り
。
顔
合

わ
せ
会
な
ど
を
通
し
て
打
ち
解
け
、
話
し
合
い
、

町
内
会
は
地
元
の
伊
保
石
清
水
沢
一
区
に
新
し

い
班
と
し
て
加
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
」

と
語
る
の
は
、
伊
保
石
災
害
公
営
住
宅
第
１
期

に
お
住
ま
い
の
藤
田
勝
明
さ
ん
。
平
成
26
年
2

月
の
入
居
開
始
以
来
、
住
宅
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
現
在
は

31
世
帯
で
構
成
さ
れ
る
班
の
班
長
で
す
。

　

町
内
会
へ
参
加
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
こ
と

を
機
に
、
6
月
14
日
に
は
近
隣
住
民
と
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

敷
地
内
の
「
キ
ズ
ナ
ロ
ー
ド
」
に
は
本
市
の
復

興
に
支
援
を
頂
い
て
い
る
自
治
体
へ
の
感
謝
を

込
め
て
、「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」「
日
日
草
」
な
ど

各
自
治
体
の
木
や
花
の
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
入
居
者
を
は
じ
め
町
内
会
、
隣
接
す
る

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
園
児
の
み
な
さ
ん
な
ど
が

参
加
し
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
集
会
所
内
に
あ
る
A
E
D
は
い
つ
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
さ
ん
に
も

鍵
を
預
け
て
い
ま
す
。
余
震
も
気
に
な
り
ま
す

し
、
災
害
が
発
生
し
た
時
の
集
合
場
所
、
対
応

な
ど
を
み
ん
な
で
考
え
、
整
え
る
こ
と
が
課
題

で
す
ね
」
と
藤
田
さ
ん
。
地
域
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
住
民
間
の
結
び
付
き
を
さ
ら
に
強
く

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

生
活
再
建
、
街
の
成
長
は

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
・
桜
と
と
も
に

　

錦
町
地
区
災
害
公
営
住
宅
は
、
造
成
工
事
の

途
中
で
防
空
壕
が
発
見
さ
れ
、
一
時
工
事
が
中

断
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
住
宅
建
築
工
事
が

進
み
、
平
成
26
年
12
月
26
日
、
２
号
棟
と
３
号

棟
が
入
居
開
始
を
迎
え
ま
し
た
（
１
号
棟
は
平

成
27
年
３
月
下
旬
の
予
定
）。
か
つ
て
観
桜
会
が

催
さ
れ
、
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
「
佐
浦

山
」
に
建
設
さ
れ
た
災
害
公
営
住
宅
。
入
居
者

と
周
辺
住
民
は
、
新
た
に
誕
生
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
植
樹
さ
れ

た
桜
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
︱
本
土
地
区
︱
の

整
備
状
況
（
平
成
26
年
12
月
現
在
）

◎
伊
保
石
地
区
災
害
公
営
住
宅
第
２
期

　

詳
細
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
度

内
の
造
成
工
事
着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
清
水
沢
地
区
災
害
公
営
住
宅

　

伊
保
石
地
区
、
錦
町
地
区
と
同
様
に
、
住

宅
建
築
工
事
は
U
R
都
市
機
構
が
行
い
ま
す
。

市
で
は
造
成
工
事
着
工
に
当
た
り
、
周
辺
住

民
を
対
象
に
２
回
の
説
明
会
を
開
催
、
工
事

概
要
や
工
事
の
安
全
確
保
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
9
月
か
ら
造
成
工
事
に
着
手
し
、

雨
水
貯
水
槽
を
埋
設
す
る
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
建
物
の
建
築
工
事
は
平
成
27
年
度
上
半

期
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

◎
北
浜
地
区
災
害
公
営
住
宅

　

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
に
位
置
す
る

た
め
、
仮
換
地
指
定
を
行
い
、
造
成
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。
建
物
の
建
築
工
事
に
つ
い

て
は
宮
城
県
と
業
務
施
行
協
定
を
締
結
し
、

平
成
27
年
度
下
半
期
か
ら
着
工
す
る
予
定

で
す
。

◎
錦
町
東
地
区
災
害
公
営
住
宅

　

詳
細
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
度

内
の
造
成
工
事
着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
が
け
崩
れ
対
策
」
は

平
成
25
年
度
内
に
全
て
完
了

　
「
が
け
崩
れ
対
策
事
業
（
災
害
関
連
地
域
防
災

が
け
崩
れ
対
策
事
業
・
造
成
宅
地
滑
動
崩
落
緊

急
対
策
事
業
）」
と
し
て
、
藤
倉
一
丁
目
、
藤
倉

二
丁
目
、
母
子
沢
、
青
葉
ヶ
丘
の
４
地
区
で
対

策
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
工
事
は
、
被
災
し
た

法
面
や
ブ
ロ
ッ
ク
面
を
ア
ン
カ
ー
工
法
な
ど
で

健
全
化
し
、
２
次
災
害
を
防
止
し
て
安
全
な
生

活
環
境
を
確
保
し
ま
し
た
。
４
地
区
と
も
平
成

25
年
度
内
に
完
了
し
ま
し
た
。

◎
災
害
関
連
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対
策
事
業

　

・
藤
倉
一
丁
目
地
区
／
平
成
25
年
3
月
完
了

◎
造
成
宅
地
滑
動
崩
落
緊
急
対
策
事
業

　

・
青
葉
ヶ
丘
地
区
／
平
成
25
年
11
月
完
了

　

・
藤
倉
二
丁
目
地
区
／
平
成
25
年
12
月
完
了

　

・
母
子
沢
地
区
／
平
成
26
年
2
月
完
了

藤田勝明さん

母子沢地区

藤倉地区青葉ヶ丘地区

藤倉一丁目地区

高基礎工事の例（北浜一丁目）

地域コミュニティ交流会

　

塩
竈
市
で
は
、
宅
地
の
か
さ
上
げ
や
被
災
し
た
擁
壁

な
ど
の
復
旧
を
行
う
市
民
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
「
塩
竈
市
宅
地
防
災
対
策
事
業
」
と
、

津
波
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
が
市
内
で
住
宅
を
建
設
、

購
入
ま
た
は
、
補
修
を
行
っ
た
と
き
に
取
得
経
費
や
補

修
経
費
ま
た
は
資
金
借
入
に
伴
う
利
子
相
当
額
の
補
助

を
行
う
「
塩
竈
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
塩
竈
市
宅
地
防
災
対
策
事
業
」
は
、
完
了
し
た
工

事
も
対
象
と
な
り
、
事
業
を
開
始
し
た
平
成
24
年
２
月

か
ら
平
成
26
年
12
月
ま
で
の
期
間
で
防
災
対
策
（
宅
地

の
か
さ
上
げ
、
高
基
礎
、
揚
家
な
ど
）
工
事
1
1
2
件
、

被
災
宅
地
復
旧
（
擁
壁
な
ど
）
工
事
2
2
4
件
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
、
平
成
30
年

３
月
30
日
ま
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
塩
竈
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業
」
も
、

事
業
を
開
始
し
た
平
成
25
年
７
月
か
ら
平
成
26
年
12
月

ま
で
の
期
間
で
3
2
4
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
事
業
は
、
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
受
付
を

行
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宅
地
や
住
宅
の

再
建
に
対
す
る
支
援
を
実
施塩

竈
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業

１
．
対
象
と
な
る
方
（
以
下
の
全
て
を
満
た
す
方
）

（１） �

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
の
方

（
た
だ
し
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
な
ど
の
復
興
事
業
対
象
者
を
除
く
）

（２） �

全
壊
、
大
規
模
半
壊
の
方
お
よ
び
半
壊
で
住
宅
を
解
体

し
た
方

（３） �

市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
建
設
・
購
入
ま

た
は
被
災
し
た
住
宅
を
補
修
し
た
方

（４） 

被
災
し
た
住
宅
が
持
ち
家
で
あ
っ
た
方

（５） �

市
区
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

塩
竈
市
宅
地
防
災
対
策
支
援
事
業

１
．
防
災
対
策
工
事

（１） 

対
象
と
な
る
方

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
半
壊
以
上
の
判
定
を
受
け
、

住
宅
再
建
の
た
め
に
左
記
工
事
を
実
施
す
る
所
有
者
。

（２） 

対
象
と
な
る
宅
地

個
人
が
所
有
す
る
居
住
に
供
す
る
宅
地
。
営
利
を
目

的
と
す
る
借
家
、
事
務
所
、
非
住
家
な
ど
の
宅
地
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

（３） 

対
象
と
な
る
工
事

①
か
さ
上
げ
工
事　

②
か
さ
上
げ
に
伴
う
擁
壁
工
事

③
高
基
礎
工
事　

④
曳
き
家
ま
た
は
揚
げ
家
工
事

（４） 

受
付
期
限

平
成
30
年
3
月
30
日
ま
で

２
．
被
災
宅
地
復
旧
工
事
（
擁
壁
、
法
面
な
ど
）

（１） 

対
象
と
な
る
方

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
宅
地
の
所
有
者
や

管
理
者
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
方
々
の
親
族
の
方
（
管

理
者
、
親
族
の
方
に
つ
い
て
は
土
地
所
有
者
か
ら
復

旧
工
事
の
施
工
に
つ
い
て
承
諾
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。）　

な
お
、
当
該
工
事
を
実
施
済
の
場
合
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

（２） 

対
象
と
な
る
宅
地

個
人
が
所
有
す
る
居
住
に
供
す
る
建
築
物
（
併
用
住

宅
も
可
）
が
あ
る
一
団
の
土
地
で
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
宅
地
が
対
象
で
す
。

（３） 

対
象
と
な
る
工
事

次
の
い
ず
れ
か
の
復
旧
工
事
等
を
行
っ
た
場
合
に
、

対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額
（
上
限
1
5
0
万
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

①
法
面
保
護
工
事
（
地
盤
面
か
ら
高
さ
が
２
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
）　

②
排
水
施
設
の
設
置
工
事　

③
擁
壁
の
地
盤
の
補
強
お
よ
び
整
地
工
事　

④
擁
壁

の
設
置
ま
た
は
補
修
も
し
く
は
補
強
工
事
（
地
盤
面

か
ら
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
）
お
よ
び
既

設
擁
壁
の
除
去
工
事　

⑤
地
盤
調
査
お
よ
び
設
計
調

査
な
ど

（４） 

受
付
期
限

平
成
30
年
3
月
30
日
ま
で

■支援制度の概要
名称 概要 補助上限額 申請期限

①住宅取得
（取得補助）

金融機関から資金を借り入れせずに住宅を取
得した方に、住宅の取得に要した経費につい
て補助するもの。

250万円 平成33年3月31日

②住宅・土地取得
（取得補助・利子相当額補助）

金融機関から資金を借り入れて住宅・土地を
取得した方に、住宅の取得に要した経費およ
び借入にかかる利子相当額を補助するもの。

708万円 平成33年3月31日

③住宅補修
（補助）

金融機関から資金を借り入れせずに住宅を補
修した方に、住宅の補修に要した経費につい
て補助するもの。

  50万円 平成27年3月31日

④住宅補修
（補修補助・利子相当額補助）

金融機関から資金を借り入れて住宅を補修し
た方に、住宅の補修に要した経費および借入
にかかる利子相当額を補助するもの。

170万円 平成33年3月31日

⑤がけ地近接等危険住宅移転事
　業の遡及適用　住宅・土地取得

（取得補助・利子相当額補助）

浦戸寒風沢・桂島の一部が災害危険区域に
指定される前に同地区から市内のほかの地区
に移転した方に、②と同様の補助を行うもの。

708万円 平成33年3月31日

8081
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地
域
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

住
民
間
の
結
び
付
き
を
さ
ら
に
強
く

　
「
お
隣
と
の
間
隔
も
十
分
に
と
ら
れ
た
戸
建
住

宅
で
す
か
ら
、
生
活
音
は
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
ま

せ
ん
。
窓
を
開
け
れ
ば
爽
や
か
な
木
々
の
葉
擦

れ
の
音
が
聞
こ
え
て
き
て
、
い
い
場
所
で
す
ね
。

震
災
時
の
住
ま
い
は
藤
倉
で
し
た
が
、
津
波
の
心

配
も
無
く
な
り
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

入
居
者
は
浦
戸
に
北
浜
、
楓
町
か
ら
移
ら
れ
た

方
な
ど
い
ず
れ
も
初
対
面
の
方
ば
か
り
。
顔
合

わ
せ
会
な
ど
を
通
し
て
打
ち
解
け
、
話
し
合
い
、

町
内
会
は
地
元
の
伊
保
石
清
水
沢
一
区
に
新
し

い
班
と
し
て
加
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
」

と
語
る
の
は
、
伊
保
石
災
害
公
営
住
宅
第
１
期

に
お
住
ま
い
の
藤
田
勝
明
さ
ん
。
平
成
26
年
2

月
の
入
居
開
始
以
来
、
住
宅
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
現
在
は

31
世
帯
で
構
成
さ
れ
る
班
の
班
長
で
す
。

　

町
内
会
へ
参
加
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
こ
と

を
機
に
、
6
月
14
日
に
は
近
隣
住
民
と
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

敷
地
内
の
「
キ
ズ
ナ
ロ
ー
ド
」
に
は
本
市
の
復

興
に
支
援
を
頂
い
て
い
る
自
治
体
へ
の
感
謝
を

込
め
て
、「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」「
日
日
草
」
な
ど

各
自
治
体
の
木
や
花
の
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
入
居
者
を
は
じ
め
町
内
会
、
隣
接
す
る

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
園
児
の
み
な
さ
ん
な
ど
が

参
加
し
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
集
会
所
内
に
あ
る
A
E
D
は
い
つ
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
さ
ん
に
も

鍵
を
預
け
て
い
ま
す
。
余
震
も
気
に
な
り
ま
す

し
、
災
害
が
発
生
し
た
時
の
集
合
場
所
、
対
応

な
ど
を
み
ん
な
で
考
え
、
整
え
る
こ
と
が
課
題

で
す
ね
」
と
藤
田
さ
ん
。
地
域
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
住
民
間
の
結
び
付
き
を
さ
ら
に
強
く

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

生
活
再
建
、
街
の
成
長
は

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
・
桜
と
と
も
に

　

錦
町
地
区
災
害
公
営
住
宅
は
、
造
成
工
事
の

途
中
で
防
空
壕
が
発
見
さ
れ
、
一
時
工
事
が
中

断
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
住
宅
建
築
工
事
が

進
み
、
平
成
26
年
12
月
26
日
、
２
号
棟
と
３
号

棟
が
入
居
開
始
を
迎
え
ま
し
た
（
１
号
棟
は
平

成
27
年
３
月
下
旬
の
予
定
）。
か
つ
て
観
桜
会
が

催
さ
れ
、
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
「
佐
浦

山
」
に
建
設
さ
れ
た
災
害
公
営
住
宅
。
入
居
者

と
周
辺
住
民
は
、
新
た
に
誕
生
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
植
樹
さ
れ

た
桜
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
︱
本
土
地
区
︱
の

整
備
状
況
（
平
成
26
年
12
月
現
在
）

◎
伊
保
石
地
区
災
害
公
営
住
宅
第
２
期

　

詳
細
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
度

内
の
造
成
工
事
着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
清
水
沢
地
区
災
害
公
営
住
宅

　

伊
保
石
地
区
、
錦
町
地
区
と
同
様
に
、
住

宅
建
築
工
事
は
U
R
都
市
機
構
が
行
い
ま
す
。

市
で
は
造
成
工
事
着
工
に
当
た
り
、
周
辺
住

民
を
対
象
に
２
回
の
説
明
会
を
開
催
、
工
事

概
要
や
工
事
の
安
全
確
保
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
9
月
か
ら
造
成
工
事
に
着
手
し
、

雨
水
貯
水
槽
を
埋
設
す
る
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
建
物
の
建
築
工
事
は
平
成
27
年
度
上
半

期
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

◎
北
浜
地
区
災
害
公
営
住
宅

　

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
に
位
置
す
る

た
め
、
仮
換
地
指
定
を
行
い
、
造
成
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。
建
物
の
建
築
工
事
に
つ
い

て
は
宮
城
県
と
業
務
施
行
協
定
を
締
結
し
、

平
成
27
年
度
下
半
期
か
ら
着
工
す
る
予
定

で
す
。

◎
錦
町
東
地
区
災
害
公
営
住
宅

　

詳
細
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
度

内
の
造
成
工
事
着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
が
け
崩
れ
対
策
」
は

平
成
25
年
度
内
に
全
て
完
了

　
「
が
け
崩
れ
対
策
事
業
（
災
害
関
連
地
域
防
災

が
け
崩
れ
対
策
事
業
・
造
成
宅
地
滑
動
崩
落
緊

急
対
策
事
業
）」
と
し
て
、
藤
倉
一
丁
目
、
藤
倉

二
丁
目
、
母
子
沢
、
青
葉
ヶ
丘
の
４
地
区
で
対

策
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
工
事
は
、
被
災
し
た

法
面
や
ブ
ロ
ッ
ク
面
を
ア
ン
カ
ー
工
法
な
ど
で

健
全
化
し
、
２
次
災
害
を
防
止
し
て
安
全
な
生

活
環
境
を
確
保
し
ま
し
た
。
４
地
区
と
も
平
成

25
年
度
内
に
完
了
し
ま
し
た
。

◎
災
害
関
連
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対
策
事
業

　

・
藤
倉
一
丁
目
地
区
／
平
成
25
年
3
月
完
了

◎
造
成
宅
地
滑
動
崩
落
緊
急
対
策
事
業

　

・
青
葉
ヶ
丘
地
区
／
平
成
25
年
11
月
完
了

　

・
藤
倉
二
丁
目
地
区
／
平
成
25
年
12
月
完
了

　

・
母
子
沢
地
区
／
平
成
26
年
2
月
完
了

藤田勝明さん

母子沢地区

藤倉地区青葉ヶ丘地区

藤倉一丁目地区

高基礎工事の例（北浜一丁目）

地域コミュニティ交流会

　

塩
竈
市
で
は
、
宅
地
の
か
さ
上
げ
や
被
災
し
た
擁
壁

な
ど
の
復
旧
を
行
う
市
民
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
「
塩
竈
市
宅
地
防
災
対
策
事
業
」
と
、

津
波
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
が
市
内
で
住
宅
を
建
設
、

購
入
ま
た
は
、
補
修
を
行
っ
た
と
き
に
取
得
経
費
や
補

修
経
費
ま
た
は
資
金
借
入
に
伴
う
利
子
相
当
額
の
補
助

を
行
う
「
塩
竈
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
塩
竈
市
宅
地
防
災
対
策
事
業
」
は
、
完
了
し
た
工

事
も
対
象
と
な
り
、
事
業
を
開
始
し
た
平
成
24
年
２
月

か
ら
平
成
26
年
12
月
ま
で
の
期
間
で
防
災
対
策
（
宅
地

の
か
さ
上
げ
、
高
基
礎
、
揚
家
な
ど
）
工
事
1
1
2
件
、

被
災
宅
地
復
旧
（
擁
壁
な
ど
）
工
事
2
2
4
件
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
、
平
成
30
年

３
月
30
日
ま
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
塩
竈
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業
」
も
、

事
業
を
開
始
し
た
平
成
25
年
７
月
か
ら
平
成
26
年
12
月

ま
で
の
期
間
で
3
2
4
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
事
業
は
、
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
受
付
を

行
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宅
地
や
住
宅
の

再
建
に
対
す
る
支
援
を
実
施塩

竈
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業

１
．
対
象
と
な
る
方
（
以
下
の
全
て
を
満
た
す
方
）

（１） �

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
の
方

（
た
だ
し
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
な
ど
の
復
興
事
業
対
象
者
を
除
く
）

（２） �

全
壊
、
大
規
模
半
壊
の
方
お
よ
び
半
壊
で
住
宅
を
解
体

し
た
方

（３） �

市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
建
設
・
購
入
ま

た
は
被
災
し
た
住
宅
を
補
修
し
た
方

（４） 

被
災
し
た
住
宅
が
持
ち
家
で
あ
っ
た
方

（５） �

市
区
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

塩
竈
市
宅
地
防
災
対
策
支
援
事
業

１
．
防
災
対
策
工
事

（１） 

対
象
と
な
る
方

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
半
壊
以
上
の
判
定
を
受
け
、

住
宅
再
建
の
た
め
に
左
記
工
事
を
実
施
す
る
所
有
者
。

（２） 

対
象
と
な
る
宅
地

個
人
が
所
有
す
る
居
住
に
供
す
る
宅
地
。
営
利
を
目

的
と
す
る
借
家
、
事
務
所
、
非
住
家
な
ど
の
宅
地
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

（３） 

対
象
と
な
る
工
事

①
か
さ
上
げ
工
事　

②
か
さ
上
げ
に
伴
う
擁
壁
工
事

③
高
基
礎
工
事　

④
曳
き
家
ま
た
は
揚
げ
家
工
事

（４） 

受
付
期
限

平
成
30
年
3
月
30
日
ま
で

２
．
被
災
宅
地
復
旧
工
事
（
擁
壁
、
法
面
な
ど
）

（１） 

対
象
と
な
る
方

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
宅
地
の
所
有
者
や

管
理
者
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
方
々
の
親
族
の
方
（
管

理
者
、
親
族
の
方
に
つ
い
て
は
土
地
所
有
者
か
ら
復

旧
工
事
の
施
工
に
つ
い
て
承
諾
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。）　

な
お
、
当
該
工
事
を
実
施
済
の
場
合
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

（２） 

対
象
と
な
る
宅
地

個
人
が
所
有
す
る
居
住
に
供
す
る
建
築
物
（
併
用
住

宅
も
可
）
が
あ
る
一
団
の
土
地
で
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
宅
地
が
対
象
で
す
。

（３） 

対
象
と
な
る
工
事

次
の
い
ず
れ
か
の
復
旧
工
事
等
を
行
っ
た
場
合
に
、

対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額
（
上
限
1
5
0
万
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

①
法
面
保
護
工
事
（
地
盤
面
か
ら
高
さ
が
２
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
）　

②
排
水
施
設
の
設
置
工
事　

③
擁
壁
の
地
盤
の
補
強
お
よ
び
整
地
工
事　

④
擁
壁

の
設
置
ま
た
は
補
修
も
し
く
は
補
強
工
事
（
地
盤
面

か
ら
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
）
お
よ
び
既

設
擁
壁
の
除
去
工
事　

⑤
地
盤
調
査
お
よ
び
設
計
調

査
な
ど

（４） 

受
付
期
限

平
成
30
年
3
月
30
日
ま
で

■支援制度の概要
名称 概要 補助上限額 申請期限

①住宅取得
（取得補助）

金融機関から資金を借り入れせずに住宅を取
得した方に、住宅の取得に要した経費につい
て補助するもの。

250万円 平成33年3月31日

②住宅・土地取得
（取得補助・利子相当額補助）

金融機関から資金を借り入れて住宅・土地を
取得した方に、住宅の取得に要した経費およ
び借入にかかる利子相当額を補助するもの。

708万円 平成33年3月31日

③住宅補修
（補助）

金融機関から資金を借り入れせずに住宅を補
修した方に、住宅の補修に要した経費につい
て補助するもの。

  50万円 平成27年3月31日

④住宅補修
（補修補助・利子相当額補助）

金融機関から資金を借り入れて住宅を補修し
た方に、住宅の補修に要した経費および借入
にかかる利子相当額を補助するもの。

170万円 平成33年3月31日

⑤がけ地近接等危険住宅移転事
　業の遡及適用　住宅・土地取得

（取得補助・利子相当額補助）

浦戸寒風沢・桂島の一部が災害危険区域に
指定される前に同地区から市内のほかの地区
に移転した方に、②と同様の補助を行うもの。

708万円 平成33年3月31日
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●
錦町東地区（平成 27 年度以降入居予定）
戸 数 70 戸
住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・６階建）
間 取 り 調整中

●
北浜地区（平成 27 年度以降入居予定）
戸 数 60 戸

住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・６階建程度）

間 取 り 調整中

●
清水沢地区（平成 27 年度以降入居予定）
戸 数 170 戸
住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・３～６階建）

間 取 り
１LDK（42 戸）、2DK（45 戸）、
2LDK（18 戸）、3DK（26 戸）、
3LDK（27 戸）、4DK（12 戸）

●
錦町地区（平成 26 年 12 月入居開始）
戸 数 40 戸
住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・３～６階建）

間 取 り
1DK（14 戸）・2DK（21 戸）・
3LDK（５戸）

A

F

E

D

プレハブ仮設住宅伊保石ステーション（第 1 〜第 4 期）

プレハブ仮設住宅　塩釜ガス体育館駐車場

伊保石地区（第１期）災害公営住宅整備事業

伊保石地区（第２期）災害公営住宅整備事業

北浜地区災害公営住宅整備事業

錦町東地区災害公営住宅整備事業

錦町地区災害公営住宅整備事業

清水沢地区災害公営住宅整備事業

B

C

応急仮設住宅・災害公営住宅の建設地
（本土地区）

●
伊保石地区第１期（平成 26 年２月入居開始）
戸 数 31 戸
住宅形式 戸建（木造・平屋～２階建）
間 取 り 2DK（13 戸）・3DK（18 戸）

A

●
伊保石地区第２期（平成 27 年度中入居開始）
戸 数 ４戸
住宅形式 戸建（木造・平屋～２階建）
間 取 り 2DK・3DK（4 戸）

B

C

D

E

F

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択
協定締結

建築工事着手予定

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業要請

事業採択

建築工事着手（1期） 建築工事着手（2期）

完成（1期） 完成（2 期）

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業要請

事業採択

建築工事着手

完成

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択
事業要請

譲渡予約

建築工事着手
完成予定

（東工区）

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 事業要請

建築工事着手予定
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●
錦町東地区（平成 27 年度以降入居予定）
戸 数 70 戸
住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・６階建）
間 取 り 調整中

●
北浜地区（平成 27 年度以降入居予定）
戸 数 60 戸

住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・６階建程度）

間 取 り 調整中

●
清水沢地区（平成 27 年度以降入居予定）
戸 数 170 戸
住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・３～６階建）

間 取 り
１LDK（42 戸）、2DK（45 戸）、
2LDK（18 戸）、3DK（26 戸）、
3LDK（27 戸）、4DK（12 戸）

●
錦町地区（平成 26 年 12 月入居開始）
戸 数 40 戸
住宅形式 集合（鉄筋コンクリート造・３～６階建）

間 取 り
1DK（14 戸）・2DK（21 戸）・
3LDK（５戸）

A

F

E

D

プレハブ仮設住宅伊保石ステーション（第 1 〜第 4 期）

プレハブ仮設住宅　塩釜ガス体育館駐車場

伊保石地区（第１期）災害公営住宅整備事業

伊保石地区（第２期）災害公営住宅整備事業

北浜地区災害公営住宅整備事業

錦町東地区災害公営住宅整備事業

錦町地区災害公営住宅整備事業

清水沢地区災害公営住宅整備事業

B

C

応急仮設住宅・災害公営住宅の建設地
（本土地区）

●
伊保石地区第１期（平成 26 年２月入居開始）
戸 数 31 戸
住宅形式 戸建（木造・平屋～２階建）
間 取 り 2DK（13 戸）・3DK（18 戸）

A

●
伊保石地区第２期（平成 27 年度中入居開始）
戸 数 ４戸
住宅形式 戸建（木造・平屋～２階建）
間 取 り 2DK・3DK（4 戸）

B

C

D

E

F

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択
協定締結

建築工事着手予定

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業要請

事業採択

建築工事着手（1期） 建築工事着手（2期）

完成（1期） 完成（2 期）

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業要請

事業採択

建築工事着手

完成

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択
事業要請

譲渡予約

建築工事着手
完成予定

（東工区）

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 事業要請

建築工事着手予定

8283
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塩
竈
の
未
来
の
都
市
像
を
現
実
化
す
る

復
興
事
業
が
４
地
区
で
進
行
中

　

津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
本
土
の
沿
岸

部
。
そ
こ
は
、
市
域
面
積
が
狭
く
、
さ
ら
に
は

大
部
分
が
丘
陵
地
で
平
地
部
分
が
少
な
い
塩
竈

市
に
お
い
て
市
街
地
を
形
成
す
る
地
域
で
す
。

県
の
提
唱
す
る
震
災
復
興
計
画
は
、「
高
台
移
転
」

「
職
住
分
離
」「
多
重
防
御
」
を
基
本
と
し
ま
す
。

し
か
し
、
市
の
丘
陵
地
に
高
台
移
転
を
検
討
で

き
る
よ
う
な
遊
休
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、

「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
お
よ
び
沿
岸
部
地
域

（
市
街
地
）
の
復
興
事
業
の
策
定
に
先
立
っ
て
、

平
成
23
年
7
月
に
被
災
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
復

興
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
意
向
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
は
、「
震
災
前

の
場
所
（
自
宅
）
に
住
み
続
け
た
い
」
と
の
回

答
が
78
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
。
市
民
（
被
災
世
帯
）

の
意
向
は
「
現
地
再
建
」
で
し
た
。

　

市
民
か
ら
幅
広
く
意
見
を
伺
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
地
区
懇
談
会
で
は
、
市
の
被
災
状
況
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
策
定
中
の
「
塩
竈
市
震

災
復
興
計
画
」
の
途
中
経
過
、
地
区
ご
と
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
意
見

を
求
め
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
震
災
前
の
状

REPORT

復興事業地区の現状①（海岸通）

復興事業地区の現状③（北浜）

復興事業地区の現状②（港町）

復興事業地区の現状④（藤倉）

況
と
現
状
の
報
告
を
は
じ
め
、
地
盤
沈
下
、
土

地
の
か
さ
上
げ
ほ
か
の
住
宅
対
策
、
防
潮
堤
の

整
備
や
観
光
、
教
育
、
水
道
の
安
全
性
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

市
民
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
「
塩
竈
市
震
災

復
興
計
画
」
の
基
本
理
念
は
、「
長
い
間
住
み
慣

れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も

送
れ
る
よ
う
に
」。
現
在
、
復
興
計
画
の
基
本
理

念
や
市
の
長
期
総
合
計
画
が
目
指
す
都
市
像
を

現
実
化
す
る
市
街
地
の
復
興
事
業
（
ま
ち
づ
く

り
）
を
４
地
区
（
藤
倉
、
北
浜
、
海
岸
通
、
港
町
。

※
浦
戸
を
除
く
）
で
進
め
て
い
ま
す
。

藤
倉
二
丁
目
地
区

被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

　

宅
地
の
か
さ
上
げ
と
狭
い
道
路
の
解
消
、
公
園
の
新
設
な

ど
を
目
的
と
し
た
土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
い
ま
す
。
地
区

内
外
の
雨
水
を
処
理
、
排
水
す
る
下
水
道
事
業
（
雨
水
幹
線

整
備
）、
都
市
計
画
道
路
新
浜
町
杉
の
下
道
路
事
業
と
一
体
的

に
行
い
、
良
好
な
住
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
地
域
の
防

災
性
を
高
め
ま
す
。

名
称
／�

仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業　

塩
竈
市
藤
倉
二
丁
目

地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

面
積
／
約
1
・
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

北
浜
地
区

被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

　

道
路
お
よ
び
宅
地
の
か
さ
上
げ
と
併
せ
て
土
地
利
用
再
編

を
行
い
、
地
域
の
防
災
性
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
国
道
45
号

や
J
R
東
塩
釜
駅
に
近
接
す
る
立
地
条
件
を
活
か
し
、
産
業

や
人
が
交
流
す
る
結
節
点
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
居
住
ゾ
ー
ン
で
は
、県
の「（
仮

称
）
北
浜
護
岸
緑
地
の
整
備
」
と
合
わ
せ
、
快
適
な
居
住
空

間
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
職
住
近
接
の
土
地
利
用
を
行
い

ま
す
。

名
称
／�

仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業　

塩
竈
市
北
浜
地
区
被

災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

面
積
／
約
5
・
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

海
岸
通
１
番
２
番
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業

　

土
地
を
集
約
・
共
有
化
し
、
新
た
に
再
開
発
ビ
ル
の
建
設
や
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
市
街
地
中
心

部
で
あ
り
、
塩
竈
の
食
が
味
わ
え
、
産
品
が
購
入
で
き
る
商
業

施
設
、
駐
車
場
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
一
体
的
に
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

門
前
町
と
し
て
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
、
塩
竈
ら
し
さ
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
ほ
か
、
市
営
駐
車
場
、

防
災
拠
点
施
設
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

名
称
／�

仙
塩
広
域
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業　

塩
竈

市
海
岸
通
１
番
２
番
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

面
積
／
約
1
・
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

天
然
の
良
港
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
「
み
な
と
ま
ち
塩
竈
」。

時
代
と
と
も
に
市
街
地
は
海
へ
延
び
、
平
地
部
分
の
約
60
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ま
で
に
。

津
波
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
市
街
地
の
人
々
が
思
い
描
く
ま
ち
の
復
興
計
画
は
「
現
地
再
建
」。

そ
れ
は
、
塩
竈
の
未
来
の
都
市
像
を
現
実
化
す
る
歩
み
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

塩
竈
の
未
来
の
都
市
像
を
描
く

～
津
波
浸
水
地
区
の
復
興
に
向
け
て

震災前の場所（自宅）
に住み続けたい

震災前と同じ町内の
別の場所に住みたい

塩竈市内の他の
場所へ移転したい

塩竈市外へ
移転したい

わからない・決めていないその他 1.7％

1.6％

4.3％

3.4％
6.0％

78.4％

Q.

今
後
の
住
ま
い
に
つ
い
て

イメージパース

イメージパース

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 工事着手
（予定）

事業認可
（予定）

準備組合設立

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 事業認可 工事着手

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 事業認可 工事着手

震
災
以
降
の
歩
み

8485

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
復
興
事
業
地
区
（
本
土
地
区
）



塩
竈
の
未
来
の
都
市
像
を
現
実
化
す
る

復
興
事
業
が
４
地
区
で
進
行
中

　

津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
本
土
の
沿
岸

部
。
そ
こ
は
、
市
域
面
積
が
狭
く
、
さ
ら
に
は

大
部
分
が
丘
陵
地
で
平
地
部
分
が
少
な
い
塩
竈

市
に
お
い
て
市
街
地
を
形
成
す
る
地
域
で
す
。

県
の
提
唱
す
る
震
災
復
興
計
画
は
、「
高
台
移
転
」

「
職
住
分
離
」「
多
重
防
御
」
を
基
本
と
し
ま
す
。

し
か
し
、
市
の
丘
陵
地
に
高
台
移
転
を
検
討
で

き
る
よ
う
な
遊
休
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、

「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
お
よ
び
沿
岸
部
地
域

（
市
街
地
）
の
復
興
事
業
の
策
定
に
先
立
っ
て
、

平
成
23
年
7
月
に
被
災
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
復

興
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
意
向
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
は
、「
震
災
前

の
場
所
（
自
宅
）
に
住
み
続
け
た
い
」
と
の
回

答
が
78
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
。
市
民
（
被
災
世
帯
）

の
意
向
は
「
現
地
再
建
」
で
し
た
。

　

市
民
か
ら
幅
広
く
意
見
を
伺
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
地
区
懇
談
会
で
は
、
市
の
被
災
状
況
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
策
定
中
の
「
塩
竈
市
震

災
復
興
計
画
」
の
途
中
経
過
、
地
区
ご
と
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
意
見

を
求
め
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
震
災
前
の
状

REPORT

復興事業地区の現状①（海岸通）

復興事業地区の現状③（北浜）

復興事業地区の現状②（港町）

復興事業地区の現状④（藤倉）

況
と
現
状
の
報
告
を
は
じ
め
、
地
盤
沈
下
、
土

地
の
か
さ
上
げ
ほ
か
の
住
宅
対
策
、
防
潮
堤
の

整
備
や
観
光
、
教
育
、
水
道
の
安
全
性
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

市
民
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
「
塩
竈
市
震
災

復
興
計
画
」
の
基
本
理
念
は
、「
長
い
間
住
み
慣

れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も

送
れ
る
よ
う
に
」。
現
在
、
復
興
計
画
の
基
本
理

念
や
市
の
長
期
総
合
計
画
が
目
指
す
都
市
像
を

現
実
化
す
る
市
街
地
の
復
興
事
業
（
ま
ち
づ
く

り
）
を
４
地
区
（
藤
倉
、
北
浜
、
海
岸
通
、
港
町
。

※
浦
戸
を
除
く
）
で
進
め
て
い
ま
す
。

藤
倉
二
丁
目
地
区

被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

　

宅
地
の
か
さ
上
げ
と
狭
い
道
路
の
解
消
、
公
園
の
新
設
な

ど
を
目
的
と
し
た
土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
い
ま
す
。
地
区

内
外
の
雨
水
を
処
理
、
排
水
す
る
下
水
道
事
業
（
雨
水
幹
線

整
備
）、
都
市
計
画
道
路
新
浜
町
杉
の
下
道
路
事
業
と
一
体
的

に
行
い
、
良
好
な
住
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
地
域
の
防

災
性
を
高
め
ま
す
。

名
称
／�

仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業　

塩
竈
市
藤
倉
二
丁
目

地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

面
積
／
約
1
・
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

北
浜
地
区

被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

　

道
路
お
よ
び
宅
地
の
か
さ
上
げ
と
併
せ
て
土
地
利
用
再
編

を
行
い
、
地
域
の
防
災
性
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
国
道
45
号

や
J
R
東
塩
釜
駅
に
近
接
す
る
立
地
条
件
を
活
か
し
、
産
業

や
人
が
交
流
す
る
結
節
点
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
居
住
ゾ
ー
ン
で
は
、県
の「（
仮

称
）
北
浜
護
岸
緑
地
の
整
備
」
と
合
わ
せ
、
快
適
な
居
住
空

間
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
職
住
近
接
の
土
地
利
用
を
行
い

ま
す
。

名
称
／�

仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業　

塩
竈
市
北
浜
地
区
被

災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

面
積
／
約
5
・
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

海
岸
通
１
番
２
番
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業

　

土
地
を
集
約
・
共
有
化
し
、
新
た
に
再
開
発
ビ
ル
の
建
設
や
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
市
街
地
中
心

部
で
あ
り
、
塩
竈
の
食
が
味
わ
え
、
産
品
が
購
入
で
き
る
商
業

施
設
、
駐
車
場
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
一
体
的
に
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

門
前
町
と
し
て
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
、
塩
竈
ら
し
さ
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
ほ
か
、
市
営
駐
車
場
、

防
災
拠
点
施
設
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

名
称
／�

仙
塩
広
域
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業　

塩
竈

市
海
岸
通
１
番
２
番
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

面
積
／
約
1
・
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

天
然
の
良
港
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
「
み
な
と
ま
ち
塩
竈
」。

時
代
と
と
も
に
市
街
地
は
海
へ
延
び
、
平
地
部
分
の
約
60
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ま
で
に
。

津
波
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
市
街
地
の
人
々
が
思
い
描
く
ま
ち
の
復
興
計
画
は
「
現
地
再
建
」。

そ
れ
は
、
塩
竈
の
未
来
の
都
市
像
を
現
実
化
す
る
歩
み
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

塩
竈
の
未
来
の
都
市
像
を
描
く

～
津
波
浸
水
地
区
の
復
興
に
向
け
て

震災前の場所（自宅）
に住み続けたい

震災前と同じ町内の
別の場所に住みたい

塩竈市内の他の
場所へ移転したい

塩竈市外へ
移転したい

わからない・決めていないその他 1.7％

1.6％

4.3％

3.4％
6.0％

78.4％

Q.

今
後
の
住
ま
い
に
つ
い
て

イメージパース

イメージパース

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 工事着手
（予定）

事業認可
（予定）

準備組合設立

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 事業認可 工事着手

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 事業認可 工事着手

震
災
以
降
の
歩
み

8485
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港
町
地
区

津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業

　

高
台
が
な
く
、
高
架
線
と
の
関
係
か
ら
か
さ
上
げ
が
困
難

な
地
区
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
避
難
デ
ッ
キ
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
、
交
通
拠
点
で
あ
り
、
浦
戸
地
区
の
救
援
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
担
う
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
に
加
え
て
、
隣

接
地
に
防
災
拠
点
施
設
を
新
設
し
、
災
害
時
に
お
け
る
拠
点

施
設
と
し
て
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

名
称
／�

仙
塩
広
域
都
市
計
画　

港
町
地
区
一
団
地
の
津
波

防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

面
積
／
約
3
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル

事
業
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

各
地
区
の
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
市
の
震
災
復
興
推
進
局
や
準
備
組
合
で

発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

■
藤
倉
二
丁
目
地
区
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス

■
災
害
公
営
住
宅
ニ
ュ
ー
ス

■
北
浜
地
区
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス

■
海
岸
通
１
番
２
番
地
区
再
開
発
ニ
ュ
ー
ス

■
浦
戸
地
区
再
生
に
係
る

　

検
討
会
だ
よ
り

イメージパース

中心市街地復興に向けた事業化のプロセス
　中心市街地の復興には、復興交付金による都市再生事業計画案作成業務等の調査費を活用し、事業化検討を行いました。この検

討結果から、北浜地区と藤倉二丁目地区の被災市街地復興土地区画整理事業、海岸通地区震災復興市街地再開発事業、港町地区津

波復興拠点整備事業の都市計画決定を行い、事業化を進めてきています。

中心市街地の再生に向けた事業調査

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択

事業認可 工事着手

津波避難デッキ

防災拠点施設

マリンゲート塩竈

8687
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台
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を
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／
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ズ
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各
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の
進
捗
状
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は
、
市
の
震
災
復
興
推
進
局
や
準
備
組
合
で

発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

■
藤
倉
二
丁
目
地
区
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
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ス

■
災
害
公
営
住
宅
ニ
ュ
ー
ス

■
北
浜
地
区
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス

■
海
岸
通
１
番
２
番
地
区
再
開
発
ニ
ュ
ー
ス

■
浦
戸
地
区
再
生
に
係
る

　

検
討
会
だ
よ
り

イメージパース

中心市街地復興に向けた事業化のプロセス
　中心市街地の復興には、復興交付金による都市再生事業計画案作成業務等の調査費を活用し、事業化検討を行いました。この検

討結果から、北浜地区と藤倉二丁目地区の被災市街地復興土地区画整理事業、海岸通地区震災復興市街地再開発事業、港町地区津

波復興拠点整備事業の都市計画決定を行い、事業化を進めてきています。

中心市街地の再生に向けた事業調査

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越
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8687
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＜その他の主な復興事業＞

・復興まちづくり総合支援事業
　（避難路・避難誘導サイン・備蓄倉庫整備など）

・災害公営住宅家賃低廉化事業

塩竈市 復興事業箇所図（平成 27 年 1 月時点）

朴島地区災害公営住宅整備事業
朴島地区小規模住宅地区改良事業

寒風沢地区漁業集落防災機能強化事業
寒風沢地区漁港施設機能強化事業
寒風沢地区災害公営住宅整備事業
寒風沢地区防災集団移転促進事業
がけ地近接等危険住宅移転事業

野々島地区漁業集落防災機能強化事業
野々島地区漁港施設機能強化事業
野々島地区災害公営住宅整備事業

桂島地区漁業集落防災機能強化事業
桂島地区災害公営住宅整備事業
桂島地区防災集団移転促進事業
がけ地近接等危険住宅移転事業

塩竈市水産加工業施設整備等支援事業

塩竈市魚市場整備事業
新浜地区漁業集落防災機能強化事業

伊保石地区災害公営住宅整備事業
伊保石地区災害公営住宅関連施設整備事業

清水沢地区災害公営住宅整備事業
清水沢地区災害公営住宅関連施設整備事業

塩竈市造成宅地滑動崩落緊急対策事業

藤倉二丁目地区被災市街地復興土地区画整理事業
新浜町杉の下線道路事業
藤倉二丁目地区下水道事業
藤倉二丁目地区区画整理関連下水道事業

北浜地区被災市街地復興土地区画整理事業
北浜地区区画整理関連下水道事業
北浜地区災害公営住宅整備事業

海岸通地区震災復興市街地再開発事業

第一小学校周辺地区耐震性貯水槽整備事業

母子沢地区造成宅地滑動崩落緊急対策事業

錦町東地区災害公営住宅整備事業

道路事業 ※県事業

港町地区津波復興拠点整備事業
港町地区復興道路整備事業
港町二丁目地区下水道事業
中の島地区下水道事業

舟入二号線外４路線
避難道路整備事業

道路事業 ※県事業

塩竈市造成宅地滑動崩落緊急対策事業

越の浦地区下水道事業

錦町地区災害公営住宅整備事業
錦町地区災害公営住宅関連施設整備事業

新浜町一丁目地区下水道事業

8889
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＜その他の主な復興事業＞

・復興まちづくり総合支援事業
　（避難路・避難誘導サイン・備蓄倉庫整備など）

・災害公営住宅家賃低廉化事業

塩竈市 復興事業箇所図（平成 27 年 1 月時点）

朴島地区災害公営住宅整備事業
朴島地区小規模住宅地区改良事業

寒風沢地区漁業集落防災機能強化事業
寒風沢地区漁港施設機能強化事業
寒風沢地区災害公営住宅整備事業
寒風沢地区防災集団移転促進事業
がけ地近接等危険住宅移転事業

野々島地区漁業集落防災機能強化事業
野々島地区漁港施設機能強化事業
野々島地区災害公営住宅整備事業

桂島地区漁業集落防災機能強化事業
桂島地区災害公営住宅整備事業
桂島地区防災集団移転促進事業
がけ地近接等危険住宅移転事業

塩竈市水産加工業施設整備等支援事業

塩竈市魚市場整備事業
新浜地区漁業集落防災機能強化事業

伊保石地区災害公営住宅整備事業
伊保石地区災害公営住宅関連施設整備事業

清水沢地区災害公営住宅整備事業
清水沢地区災害公営住宅関連施設整備事業

塩竈市造成宅地滑動崩落緊急対策事業

藤倉二丁目地区被災市街地復興土地区画整理事業
新浜町杉の下線道路事業
藤倉二丁目地区下水道事業
藤倉二丁目地区区画整理関連下水道事業

北浜地区被災市街地復興土地区画整理事業
北浜地区区画整理関連下水道事業
北浜地区災害公営住宅整備事業

海岸通地区震災復興市街地再開発事業

第一小学校周辺地区耐震性貯水槽整備事業

母子沢地区造成宅地滑動崩落緊急対策事業

錦町東地区災害公営住宅整備事業

道路事業 ※県事業

港町地区津波復興拠点整備事業
港町地区復興道路整備事業
港町二丁目地区下水道事業
中の島地区下水道事業

舟入二号線外４路線
避難道路整備事業

道路事業 ※県事業

塩竈市造成宅地滑動崩落緊急対策事業

越の浦地区下水道事業

錦町地区災害公営住宅整備事業
錦町地区災害公営住宅関連施設整備事業

新浜町一丁目地区下水道事業
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